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 1918 年にスペインインフルエンザによるパンデミックが起こり、ワクチン及び抗生物質が無

い中、国内では 3 年間で約 2,800 万人が罹患し、約 38 万人が死亡している(致死率:約 1.6%)。

その後 2009 年に発生した新型インフルエンザ A(H1N1)によるパンデミックでは、鶏卵培養法不

活化ワクチン、抗生物質に加え、抗原検査キットによる早期診断、及び抗ウイルス薬による早

期治療体制が確立しており、それらのコンビネーションが寄与して、国内の罹患者数が約

2,000 万人に達したものの、死亡者数は約 200 人に留まった。 

一方、2019 年末に発生した新型コロナウイルス感染症(COVID-19)によるパンデミックでは、

2023 年 4 月時点で、国内の罹患者数が約 3,400 万人に達し、死亡者数は約 7 万人になっている

(致死率:約 0.2%)。このパンデミックに対し、国内では公衆衛生対策が強化され、mRNA ワクチ

ン、及び PCR 検査による病原診断に基づいた、抗ウイルス薬治療が実施されたことで、スペイ

ンインフルエンザと比較して、COVID-19 の致死率は約 10 分の 1 に留まった。その後 2023 年 3

月には、軽症者にも使用できる抗ウイルス薬が一般流通されたことから、今後はインフルエン

ザ対策と同様に、抗原検査キットと経口治療薬による、早期診断＆早期治療のコンビネーショ

ン確立が期待されている。

感染力の強い麻疹の場合、感染を制御する為には、95%以上のワクチン接種が必要とされて

いる。一方、今回の新型コロナウイルス感染症に関しては、2023 年 5 月時点で、mRNA ワクチ

ン 2 回接種完了者は約 80%に留まっている。その為か、COVID-19 は、2020 年４月の第 1 波から

2023 年 4 月の第 8 波まで、波状的に 8 回の流行ピークを認め、その間ウイルスは武漢株からオ

ミクロン株まで変異を続けている。

インフルエンザ対策として、WHO は年 2 回、ワクチン推奨株選定会議を開催し、インフルエ

ンザウイルスの変異に対応するワクチン製造株を推奨している。COVID-19 に関しては、今後も

新たな変異株出現の可能性があることから、インフルエンザと同様の体制確立が期待されてい

る。 

2002 年に発生した重症急性呼吸器感染症(SARS)は、約 8,000 人に罹患し、約 800 人が死亡し

た(致死率:約 10%)。しかしながら、このウイルスはパンデミックを起こさず、2003 年に消滅

している。同じ新型コロナウイルス感染症である SARS と COVID-19 に関して、2022 年にウイル

ス感染に関係するレセプターの違いがあることが報告された。本講演では、インフルエンザと

新型コロナウイルス感染症を比較しながら、最近の知見を紹介する。 
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